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電子図書館の歴史に一歩
三浦正克
筑波大学と図書館情報大学の統合記念シンポジウムが開催され、その報文集に一筆を
投稿できることは、大変光栄なことと喜んでおります。現在、私は筑波大学附属図書館
を離れておりますが、こうしていつまでも図書館とのネットワークがあることは何より
の宝と，思っております。世界に誇れる筑波大学の電子図書館に携わった一人として、そ
の歴史とリプレイスに思いを寄せながら当時を懐かしく振り返って見たいと思います。
電子図書館と私の出会いは、約 10年前に医学図書館に在籍した頃に生物・医学関係の
外国雑誌ADONISを扱ったことに始まります。 ADONISは、当時、画像、を含めて全文
記事情報を電子的手段により提供できる優れたデータベースでしたが、アクセススピー
ドやプリントアウト経費、システム管理などの点から積極的に導入するには至らなかっ
たと記憶しています。その後、平成6年頃に GopherやMosaicが画期的な検索エンジン
として利用されるようになり、後にNetscapeや今主流である InternetExplorerにより
爆発的にデータベースが増えました。最近では高精細画像や動画、音声などを含めて様々
な形態の情報が迅速に提供できるようになり、電子図書館にもその機能を可能な限り導
入していきました。
このような背景の中、既に筑波大学では平成4年頃から年次計画により着実に図書館
電子化構想、が動き始めていました。筑波大学の電子図書館は、「先導的電子図書館プロジ
ェクト」として平成 10年度から正式に文部科学省から予算化され、高度な OPAC機能
を中心に据えて、映像情報や文字情報など様々な情報聞を縦横無尽に動き回れるように
ハイパーリンクを張り巡らし、一次情報そのものを提供するというシステム構築が行わ
れました。そして、平成 13年度のリプレイスまでの問、新しいサービスの模索やシステ
ムの改善を図りつつ、一次情報を充実させるために図書の遡及入力や学位論文・研究紀
要類のデータベース化、貴重書の画像データベース化などを積極的に進め、情報発信型
の電子図書館として内外から高く評価されるシステムへの移行を目指しました。
電子図書館のリプレイスは、平成 13年8月入札、平成 14年1月システム稼動という
日程で、仕様策定を4人の先生方に、さらに技術審査を 3人の先生方に中心となってい
ただき、調達関係職員と図書館職員が一致協力して進められました。その際、先生方に
は不手際や手抜かりの多い資料により大変ご迷惑をおかけいたしましたが、寛大なご配
慮、と本当に親身になって細かいチェックをしていただいたことにより、今の電子図書館
が成り立っているといっても過言ではないと思います。
仕様策定において、はじめに課題となったのは、次期電子図書館の機能をどうするか、
新しいサービスは何を提供するのか、限られた予算でどこまでシステム構築ができるの
か、これまでの蓄積は全て継承できるのか、さらに図書館情報大学との統合なども視野
に入れなければならないのではないか、さらに先導的という重責を背負いながら、日夜、
調査検討が行われました。そこで提案された内容は、新しいサービスの展開と基本機能
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の高度化という観点から、五つの機能要件に纏められました。それは、①音声・動画像
により利用者を一次資料へナビゲートできること。②239.50ゲートウェイにより様々な
情報資源へ一元的にアクセスできること。③電子ジャーナノレを電子化された 2次情報と
リンクさせて提供したり分類して提供できること。④新着'情報の通知、 OPAC検索インタ
ーフェースの個人カスタマイズや検索支援機能等の個人を立す象としたサービスを展開で
きること。⑤コンテンツ形成支援機能により画像デー夕、二文字デー夕、動画、メタデー
タを容易に作成・登録できること。という欲張った内容でしたが、新しい電子図書館の
機能として是非付加したいものでした。
このようなコンセプトに基づき、各々担当者を決め短期間のうちに細部に渡って仕様
が急ピッチで固められて行きました。その作業に当たった係長、係員の方々の苦労は並々
ならぬもので、なかったかと思います口この問、情報システム課長が、学術情報のあるべ
き姿や政策的アドバイスなど的確な判断材料を私たちに与えてくださったことにより、
電子図書館の進むべき道を間違わなかったことを記しておきたいと思います。
仕様策定において一番記憶に残っているのは、新しい機肯告を確保するために開発する
ソフトに係る費用の妥当性でした。大きなウエイトを占めるこの部分について、先生方
の厳しし1判断があってからこそバランスの取れた今のシステム構築ができたように思い
ます。また、サーバの検討を行っている時に、海外出張中の先生から、サーバを製作し
ている企業の最新情報をグットタイミングでメーノレしてい7とだき みんなを元気付けて
いただいたことも記憶に新しいことです。
このような更新作業を進めていく一方で、電子図書館の弓字続を問う問題も当時浮上し
ておりました口電子図書館は経費を使いすぎるとしづ声や、学術関係のデータベースの
導入や電子ジャーナルの購入の方を積極的に進めた方がよし 1という指摘がされるなかで、
文部科学省からの調査や成果報告において、電子図書館の王立、要'性を強く訴えながら、板
ばさみ状態となった時もありました。しかし、関係者の高し 1見識とご理解により電子図
書館の維持継続ができたことは、大きな学術財産のひとつを残したと思います。
現在、筑波大学の電子図書館を外部からオンラインで荊Jj有させていただいております
が、そこには先人が長い年月をかけて開発したTULIPSの尉産が継承されており、さら
に価値あるものへと新しい機能が附加されながら、次なる電子図書館を目指して着実に
機能が拡充されているように思います。間もなく押し寄せてくる独法化という大きな波
のなかで、電子図書館は学術情報の提供としづ役割のほかLこ、大学経営という立場から
もますます重要な役割を担っていくことと思います口今後とも筑波大学の電子図書館が
先導的役割を果たされ、 21世紀のナビゲーターとしてますます発展されますことを期待
いたしますとともに、労苦を共にしていただいた関係者の皆様にお礼申し上げます。
(みうら・まさかっ 国立小山工業高等専門学校庶務課長)
(元図書館苦日情報システム課課長補佐)
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